
◎メタバース（仮想空間）を活用した支援 

 

 
 

 

◎教育支援センターのスタッフによる学習支援 

 

 

 

 

◎体験的なプログラムの実施〔希望者のみ〕 

 

 

 

  

１人１台端末を活用したオンライン支援 

教育支援センター宮の沢のオンラインコースでは、不登校等で長期欠席し

ている児童生徒が、ICT を活用して、学ぶ喜びや人とのつながりを実感できる

活動に取り組みます。 

【オンラインコースの主な内容】 

学習アプリを活用して、自分のペースに合わせて学習に取

り組みます。例えば、まなびポケットにある eboard（いーぼ

ーど）の映像授業で単元の学習内容を学び、ドリルパークの

問題に取り組むことでどれだけ理解しているかをチェック

します。分からないことがあった時には、オンラインで教育

支援センターの支援員に質問することができます。 

メタバース（仮想空間）を活用して支援を行います。ア

バターというキャラクターで入室するため、初めて会う人

と話をすることが苦手な人も、抵抗感なく参加できます。

詳しくは、裏面 QRコードより、紹介動画をご覧ください。 

教育支援センター宮の沢の通所生と一緒に、ちえ

りあにある体育室でスポーツを行ったり、施設見学

に参加したりする機会を設定します。実施日などは、 

事前に予定表や参加のご案内でお知らせします。 



Ｑ１：対象者を教えてください。 

不登校とその他の理由で長期欠席している、市立小中学校の児童生徒 

Ｑ２：全ての活動に参加するのですか。 

自分が取り組めそうな活動や時間から参加することができます。最初は少しずつ参加

し、慣れてきてから参加時間を増やしていくことが可能です。 

Ｑ３：出欠の連絡はしますか。 

必要ありません。そのため、自分のペースで参加することができます。 

Ｑ４：参加した場合の出席の扱いはどのようになりますか？ 

「指導要録上の出席扱い」となるよう、月末に学校へ参加状況等を情報提供します。 

⑴ 学校・保護者・本人とよく相談した上で、校内学びの支援委員会等にて支援を検討 

⑵ 検討の結果、オンラインコースでの支援が必要→手続き開始。 

→学校が必要書類を作成し、教育センター教育相談室へ提出。 

→書類の提出後、教育センター教育相談室から学校へ見学日時のお知らせとともに、 

「利用方法の案内」をお送りします。 

⑶ 学校から保護者へ「利用方法の案内」、「まなびポケットの学校コード」、「Chrome端末」

をお渡しいただきます。 

⑷ 体験入室までに、「利用方法の案内」に記載されている登録フォームから、体験入室に

必要な情報を保護者の方にご入力いただきます。 

⑸ 保護者と本人で「体験入室」にオンライン参加（30分程度を予定） 

 ※キャンセルする場合は、学校へご連絡ください。 

⑹ 正式に通所を希望する場合は、学校経由でもらう「通所願い」に必要事項を記入し、

学校へ提出します。 

≪学校へお願い≫ 

保護者から「通所願い」を受け取りましたら、１か月以内に、そのコピーと SWS 内にある「様

式２ 通所申請書」を教育相談室へご提出ください。お問い合わせは TEL671-3210へ。 

【活動時間】 
・オンライン学習は月・火・水・金曜日の週４日（祝日除く） 

・１日４コマ[9:45～14:20  ※昼休憩 12:00～13:35] 

・体験的なプログラムは月 1～２回程度実施予定 

 

【よくあるご質問】 

【申込のながれ】 ※通所コースと同じく学校経由での申込みとなります 

【紹介動画】 【紹介動画】 【紹介動画（子ども用）】 


